
第
14
回
か
ん
こ
う
け
ん
コ
ロ
キ
ウ
ム

第
14
回
か
ん
こ
う
け
ん
コ
ロ
キ
ウ
ム

　
　
　
　
　

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

多
次
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【
論
文
要
旨
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観
光
行
動
は
、
目
的
地
選
択
、
出
発
時
刻
選
択
、

滞
在
時
間
選
択
、
消
費
金
額
選
択
な
ど
複
数
の
行

動
要
素
で
構
成
さ
れ
る
多
次
元
選
択
行
動
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
一
つ
の
行
動
要
素
の
変
化
が
他
の
行
動
要
素
の
変
化
を
連
鎖
的
に
引
き

起
こ
す
相
互
依
存
性
が
存
在
し
、
旅
行
者
は
こ
れ
ら
複
数
の
行
動
要
素
を
同
時
に
考
慮
し

な
が
ら
観
光
行
動
を
決
定
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
観
光
施
策
立
案
に
お
い
て
、
異
な
る
行

動
要
素
間
の
相
互
依
存
性
を
把
握
す
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
る
。

本
研
究
は
、経
済
の
活
性
化
や
雇
用
の
創
出
な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き
る
観
光
産
業
を
、

関
西
経
済
の
牽
引
役
と
位
置
づ
け
、
観
光
開
発
に
資
す
る
方
法
論
を
提
案
す
る
と
い
う
立

場
か
ら
、
各
行
動
要
素
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
と
、
行
動
要
素
間
の
相
互
依
存
性
を
同
時

に
分
析
で
き
る
同
時
決
定
モ
デ
ル
の
開
発
を
目
的
に
行
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
観
光
施
策

の
評
価
に
お
い
て

最
も
重
要
で
あ
る
観
光
入
込

客
数
と
観
光
消
費

額
に
着
目
し
、
コ
ピ
ュ
ラ
関

数
を
用
い
た
多
変

量
生
存
時
間
モ
デ

ル
に
よ
る
分
析
方

法
の
提
案
を
行
っ

た
。実

証
分
析
と
し

て
、
平
成
21
年
度

の
京
都
府
と
兵
庫

県
の
合
計
35
地
域

を
対
象
に
、
提
案

モ
デ
ル
を
適
用
し
、
従
来
の
相
互
依
存
性
を
考
慮
し

て
い
な
い
モ
デ
ル
の
比
較
分
析
を
行
っ
た
。
分
析
の

結
果
、
本
提
案
モ
デ
ル
は
従
来
モ
デ
ル
に
比
べ
て
、
モ
デ
ル
適
合
度
が
高
い
こ
と
か
ら
、

本
提
案
手
法
の
有
効
性
を
示
し
た
。
さ
ら
に
、
観
光
入
込
客
数
と
観
光
消
費
額
の
間
に
は

正
の
相
互
依
存
性
が
存
在
す
る
こ
と
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
、
相
互
依
存
性
を
無
視
し

た
従
来
の
分
析
方
法
で
は
、
誤
っ
た
行
動
解
釈
を
招
く
危
険
性
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
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学
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本
研
究
で
は
、
観
光
入
込
客
数
と
観
光
消
費
額
の
２
つ
の
行
動
要
素
の
み
に
着
目
し
た

が
、
本
提
案
手
法
は
拡
張
性
が
高
く
、
３
つ
以
上
の
行
動
要
素
の
同
時
決
定
モ
デ
ル
に
も

容
易
に
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
後
、
モ
デ
ル
の
拡
張
や
観
光
に
関
す
る
デ
ー
タ
収

集
、
他
地
域
へ
の
応
用
な
ど
実
証
分
析
を
蓄
積
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
提
案
手
法
が
観

光
施
策
を
検
討
す
る
際
の
有
用
な
評
価
ツ
ー
ル
に
な
り
得
る
こ
と
を
示
し
た
。

【
論
文
要
旨
】

2
0
1
1
年
３
月
11
日
に
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
が
発
生
し
た
。
そ
の
地
震
に
誘
発
さ
れ
た
大

津
波
は
、
岩
手
・
宮
城
・
福
島
、
茨
城
・
千
葉
に

至
る
広
域
エ
リ
ア
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
。
東
日
本
大
震
災
を
受
け
2
0
1
2
年
９
月
に

は
防
災
基
本
計
画
が
改
正
さ
れ
た
。

そ
こ
で
今
回
、
南
海
地
震
に
対
す
る
紀
勢
線
の

安
全
対
策
を
研
究
し
た
。

第
Ⅰ
章
で
は
南
海
ト
ラ
フ
に
お
け
る
被
害
想

定
と
紀
勢
線
の
概
要
を
論
じ
て
い
る
。
ま
た

関
西
大
学
社
会
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全
学
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2
0
1
1
年
９
月
に
発
生
し
た
台
風
12
号
に
お
け

る
紀
勢
線
の
被
害
状
況
と
、
南
海
ト
ラ
フ
と
紀
勢

線
の
関
係
を
述
べ
て
い
る
。

第
Ⅱ
章
で
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
し
た
際

の
紀
勢
線
に
お
け
る
津
波
対
策
を
ハ
ー
ド
面
と
ソ

フ
ト
面
に
分
け
て
論
じ
て
い
る
。
ハ
ー
ド
面
で
は

避
難
は
し
ご
や
セ
ー
フ
テ
ィ
ラ
イ
ト
の
効
果
を
説

明
し
、
ソ
フ
ト
面
で
は
避
難
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
の
ほ

か
に
乗
務
員
が
指
令
な
ど
連
絡
を
取
れ
な
く
な
っ

た
と
き
に
取
る
べ
き
行
動
を
ま
と
め
て
い
る
Ｊ
Ｒ

西
日
本
の

津
波
避
難

誘
導
心
得
と
い
っ
た
、
津
波
か
ら
自
分
の
身
を
守

る
方
法
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
第
Ⅲ
章
で
は
実

際
に
現
地
に
行
き
、
訪
れ
た
各
駅
の
対
策
を
批
判

的
に
読
み
解
い
て
い
る
。
津
波
被
害
想
定
の
最
も

深
刻
な
和
歌
山
県
の
沿
岸
部
を
走
る
紀
勢
線
の
現

状
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
被
害
を
少
な
く
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
、
今
後
の
西
日
本
の
防
災
を

考
え
る
上
で
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
と
私
た
ち
は

認
識
し
て
い
る
。
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